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「
短
歌
、
え
っ
、
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
。
」

　

私
が
知
人
を
短
歌
会
へ
誘
う
と
、
た
い
て

い
こ
ん
な
応
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
歌
会
始

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
た
り
す
る
と
、
短
歌

は
遠
い
も
の
、
特
別
な
人
達
の
も
の
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
短

歌
会
の
中
に
は
、
難
し
い
事
を
色
々
言
う
会

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
語
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
孫
の
歌
は
い
け
な
い
、
お
金

の
話
は
下
品
で
す
エ
ト
セ
ト
ラ
。

　

し
か
し
、
私
達
の
「
真
清
短
歌
会
」
に
は

そ
ん
な
小
難
し
い
ル
ー
ル
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
で
も
自
由
に
自
分
の
思
い
を
歌
に
し

て
発
表
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
勿
論
、
口
語

新
仮
名
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

現
代
は
様
々
な
価
値
観
が
交
錯
し
、
ま
た

ど
ん
ど
ん
移
り
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
心
の
底
に
重
い
も
の
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
歌
を
詠
ん
で
も
問
題
の
解
決
は
図
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
の
心
の
中
を

客
観
的
に
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
他
の

人
の
歌
に
接
し
て
、
こ
ん
な
考
え
方
や
感
じ

方
が
あ
る
の
だ
と
気
付
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て

 
拘 
り
が 
和 
ら
ぐ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
だ
わ 

や
わ

　

五
月
と
十
一
月
を
除
き
、
毎
月
第
二
日
曜

日
に
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、 
歌 うた

 
会 かい 
始 

は
じ
め 

預  
選  
者 
（
※
１
）
の
伊
藤
正
彦
先
生
指
導

よ 

せ
ん 
じ
ゃ

の
下
、
午
後
一
時
よ
り
市
民
短
歌
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
様
子
な
の
か
一
度
覗

い
て
み
て
下
さ
い
。

　

そ
の
他
に
年
三
回
、
短
歌
大
会
を
催
し
ま

す
。
ま
た
、
同
人
誌
「
蒼
原
」
（
※
２
）
を
年

数
回
発
行
し
、
真
清
田
神
社
の
短
冊
祭
や
観

月
祭
に
も
奉
仕
献
詠
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
楽
し
み
は
年
一
回
の
吟
行
会
で
す
。

今
年
は
岡
崎
市
へ
行
き
、
岡
崎
城
や
大
樹
寺

を
拝
観
し
ま
し
た
。
昼
食
は
お
城
を
望
み
な

が
ら
ホ
テ
ル
で
バ
イ
キ
ン
グ
。
み
ん
な
こ
の

時
は
血
糖
値
や
体
重
の
事
を
忘
れ
、
楽
し
く

し
っ
か
り
飲
ん
で
食
べ
て
お
喋
り
し
て
、
親

睦
を
深
め
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
た
。

　

短
歌
は
お
金
が
な
く
て
も
、
紙
と
鉛
筆
が

あ
れ
ば
つ
く
れ
ま
す
。
ま
た
外
出
で
き
な
く

な
っ
て
も
「
蒼
原
」
に
投
稿
す
る
事
に
よ
り
、

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
、

真
清
短
歌
会
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　心和らぐ短歌会
短歌部門　真清短歌会　足立　絹子

活 動 

市民短歌教室にて

平成２９年吟行会にて(撮影場所：岡崎城)

平成２９年吟行会にて(撮影場所：大樹寺)

※
１
…
歌
会
始
の
儀
に
お
い
て
披
講
さ
れ
る
短
歌

の
作
者

※
２
…
本
誌　

頁
に
て
「
蒼
原
」
の
紹
介
を
掲
載

１１
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出
会
い
か
ら
始
ま
る
写
真
創
作

　
　

写
真
部
門　

一
宮
写
真
協
会　

武
鹿　

千
代

エッセイ 
　

気
軽
な
気
持
ち
で
始
め
た
写
真
で
す

が
、
先
生
や
先
輩
方
の
表
現
の
素
晴
ら

し
さ
に
衝
撃
を
受
け
、
写
真
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
、
二
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

写
真
を
楽
し
む
と
同
時
に
、
イ
メ
ー
ジ

通
り
に
撮
れ
な
い
、
力
の
あ
る
写
真
が

撮
れ
な
い
と
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
時
、
師
匠
か
ら
「
写
真

は
被
写
体
の
力
を
借
り
て
表
現
す
る
芸

術
。
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

被
写
体
が
応
え
て
く
れ
る
よ
」
と
い
う

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
を
励
み
に
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
く
う
ち
、
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、

中
で
も
私
の
写
真
人
生
を
左
右
す
る
大

き
な
出
会
い
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
当
時
小
学
四
年
生
の
美
少

女
と
、
そ
の
ご
家
族
と
の
出
会
い
で
す
。

そ
れ
ま
で
主
に
風
景
を
中
心
に
撮
影
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
人
だ
け
で
な
く
ご

家
族
の
ご
協
力
も
得
て
九
年
に
わ
た
り

彼
女
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
人
物
写
真
の
楽
し
さ
・
難
し
さ

を
学
び
、
作
品
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

今
年
大
学
生
に
な
っ
た
彼
女
の
成
長
は
、

私
の
写
真
の
成
長
と
同
時
進
行
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
は
、

御
嶽
山
の
裾
野

に
広
が
る
開
田

高
原
と
、
そ
こ

で
知
り
合
っ
た

方
々
と
の
出
会

い
で
す
。
四
季

折
々
の
美
し
い

自
然
風
景
に 
魅 ひ

か
れ
、
ま
た
温

か
く
迎
え
て
く
れ
る
友
人
達
に
会
い
た

く
て
、
十
数
年
来
、
毎
月
の
よ
う
に
撮

影
に
で
か
け
て
い
ま
す
。
透
明
感
あ
ふ

れ
る
色
彩
豊
か
な
風
景
に
心
弾
ま
せ
、

無
心
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
瞬
間
が
至

福
の
時
で
す
。
三
年
前
、
御
嶽
山
の
噴

火
と
い
う
大
災
害
が
起
き
、
自
然
の
脅

威
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
、
突
然
の
悲
し
い
別
れ
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
々
、
そ
の
お
気
持
ち
を

考
え
る
と
心
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
噴

火
後
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
撮
影
に
で
か

け
た
夕
方
、
御
嶽
山
を
囲
む
よ
う
に
幻

日
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
慈
愛
に
満
ち

た
光
景
は
、
ま
る
で
悲
し
い
思
い
を
や

さ
し
く
包
み
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で

涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
心
で
手
を
合
わ

せ
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。

　

一
枚
の
写
真
か
ら
自
分
の
思
い
が
伝

わ
る
よ
う
な
、
ま
た
写
真
に
写
り
こ
ん

で
い
な
い
部
分
か
ら
無
限
に
物
語
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
作
品
創
り
を
目
標
と
し

て
、
写
真
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
写

真
は
被
写
体
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば

作
品
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
期
一
会
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
美
少

女
と
開
田
高
原
の
二
つ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
見
て
く
だ
さ
る
方
々
の
心

に
響
く
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

開田詩情 －黎明ー

開田詩情　ー慈愛の刻ー

ながれ髪
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月　

日
∫
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１６

１９

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７５

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
、
県
外

か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出
品

者
は
５
０
６
名
で
、
審
査
の
結
果
、
入

賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、
５

０
０
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
４
、
５
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
も
金
曜
日
の
終
了
時
間
が
午
後
７

時
に
延
長
さ
れ
、
延
長
し
た
時
間
帯
で

は
洋
画
・
書
・
写
真
部
門
の
種
目
別
解

説
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
連
れ

の
ご
家
族
な
ど
、
ご
来
場
さ
れ
た
方
々

は
、
皆
真
剣
に
解
説
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の
掲

載
順
は
順
不
同
で
す
。（
敬
称
略
）

審
査
員　

　

久

世

直

幸　
　

河

村

明

美

市
長
賞

　

原

田　

功

教
育
委
員
会
賞

　

湯

浅 
真
奈
美

美
術
展
賞

　

野

田

重

夫　
　

ã

柳　

襄

　

松

本

君

子　
　

星

野

真

由

奨
励
賞

　

柴

田

豊

子　
　

宇
佐
見 
信

子

　

柴

田

智

美　
　

山

田

久

子

入
選　
　

点
３２

審
査
員　

斎

藤

吾

朗　
　

天

野

一

夫

後

藤

泰

洋　
　

三

輪

清

弘

大

島

信

人

市
長
賞

中

山

昌

明　
　

加

藤

栄

子

倉

地

彩

子

教
育
委
員
会
賞

小

菅　

修　
　

安

藤

孝

信

小

澤 
富
美
子　
　

田

中 
勢
智
代

美
術
展
賞

柘

植

雅

一　
　

山

本

忠

弘

小

玉

君

子　
　

鈴

木

孝

治

平

野　

肇　
　

森　

健

次

藤

井　

忍　
　

梅

田

恵

子

佐

藤

文

彦　
　

星

野　

鎭

柴

田

京

子　
　

丹

慶

哲

宏

那

須　

響　
　
 

川

実

来

飯

干

智

子　
　

寺

澤 
裕
見
子

山

田 
美
保
子　
　

久

田 
千
恵
子

ã

田

國

光　
　

江

口

和

夫

島

津

秀

典　
　

竹

中

美

浪

奨
励
賞

神

谷　

武　
　

神

谷

久

子

岩

田

富

雄　
　

臼

井

哲

雄

森　

茂

正　
　

山

田

規

夫

木

村

忠

嗣　
　

井

上 
美
恵
子

北

尾

千

鶴　
　

安

井

昭

二

牧

野

徳

治　
　

磯

部

和

久

則

武

武

子　
　

徳

田

泰

弘

澤

田

康

孝　
　

内

藤

啓

善

柿

原 
テ
ル
子　
　

宮

地

時

美

吉

川

京

介　
　

浅

田 
百
合
子

平

松

恭

輔　
　

浅

野 
な
つ
子

ヒ
サ
オ
・
カ
メ
ヤ
マ

入
選　
　

点
１４０

審
査
員　

　

森　

克

彦　
　

櫻

井

真

理

市
長
賞

　

ヒ
サ
オ
・
カ
メ
ヤ
マ

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
で
行
わ

れ
た
「
２
０
１
７
一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀

選
展
」（　

月
２
日
º
〜　

日
∂
）
で
も
展
示

１２

１７

さ
れ
ま
し
た
。

洋 画 部 門 解 説

洋 画 部 門 解 説
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教
育
委
員
会
賞

　

塚

本

将

慈

美
術
展
賞

多
治
見 
正

勝　
　

伊

藤　

毅

奨
励
賞

榊

原　

実　
　

堀

部 
美
奈
子

入
選　
　

点
２０

審
査
員　

　

加

藤

陽

児　
　

鵜

飼

辰

郎

市
長
賞

川

瀬

正

二

教
育
委
員
会
賞

河

合

和

子

美
術
展
賞

尾

関

祐

二　
　

加

藤 
文
太
郎

宮

田

由

美　
　

浅

井 
不
二
夫

奨
励
賞

中

西

正

美　
　

大

島

忠

敏

斉

藤

之

康　
　

丹

慶

哲

宏

小

沼

雅

典　
　

鈴

村

博

司

大

村

一

美

入
選　
　

点
３７

審
査
員　

　

服

部

純

栄　
　

岡

ì

美

穂

市
長
賞

　

荻　

珠

里

教
育
委
員
会
賞

　

奥

川 
紗
和
子

美
術
展
賞

　

梅

村

歩

夢　
　

柘

植

雅

一

奨
励
賞

　

脇

田

光

健　
　

廣

間

友

栄

入
選　
　

点
１９

審
査
員　

安

藤

滴

水　
　

土

屋

陽

山

亀

山

雪

峰　
　

武

山

翠

屋

則

武　

穹　
　

岩

田

澗

流

近

藤

芳

玉　
　

林　

如

華

市
長
賞

岸

田

松

峰　
　

渡 

水

香

井

上

嘉

蓮

教
育
委
員
会
賞

佐
々
木 
花

抱　
　

戸

谷

嘉

恵

林　

華

静　
　

小

林　

進

美
術
展
賞

川

合

泛

佳　
　

五

藤

三 

石

井

玉

華　
　

鈴

木

悠

水

土

屋

葵

芳　
　

山

田

紅

照

尾

関

明

美　
　

山

田

行

鶴

佐

藤

貍

紗　
　

川

本

青

柊

前

野

樹

風　
　

河

合

花

影

梶

木

光

雪　
　

飯

田

泰

郷

丸

井

千

尋　
　

濱

田

梨

沙

大

竹

瑞

光　
　

岩

根

民

江

倉

橋

澄

雨　
　

脇

田

玉

波

戸

本

有

荷　
　

保

田

昌

石

菱

川　

武

奨
励
賞

川

辺

舟

楫　
　

神

田

鴻

都

秋

好

水

遶　
　

栗

田

梢

光

伊

藤

彩

秀　
　

高

桑

愛

降

橋

本

佳

静　
　

内

出

紅

華

後

藤

柳

月　
　

丹

羽

碧

洋

伊

藤

香

竹　
　

佐
久
間 
汀

翠

渡

辺

湖

風　
　

山

ì

紅

影

山

内

山

抱　
　

北

村

虹

景

林　

翠

竹　
　

寺

西

真

弓

小

川

香

風　
　

谷

本

喜

泉

大

塚

雅

泉　
　

村

上

桂

崚

松

岡

流

麗　
　

竹

内

深

風

谷

本

藤

男

入
選　
　

点
１４６

審
査
員　

近

藤

誠

宏　
　

丹

羽

正

仁

武

鹿

千

代　
　

林　

三

平

市
長
賞　
　
　
　

　

大

西

正

信

教
育
委
員
会
賞

　

小

澤

直

哉　
　

今

井

彰

二

美
術
展
賞

小

原

勇

二　
　

尾

関

君

代

桜

井

悦

子　
　

加

藤

通

子

野

村

政

明　
　

岡

田

忠

夫

安

藤

雅

彦　
　

橋

本

秀

子

大

矢 
真
理
子　
　

千

田

陞

末

中

村

妙

子　
　

内

田

昌

臣

渡

部

与

明

奨
励
賞

中

井

孝

弘　
　

安

藤

義

弘

辻　

徳

治　
　

岩

田　

明

中

村

和

夫　
　

安

藤

正

一

古

澤

光

生　
　

野

口

博

子

奥

村

佳

代　
　

長
谷
川 
蔦

江

笠

野

俊

彦　
　

丹

羽

武

司

井

上

靖

高　
　

安

藤

貴

紀

原　

紹

郎　
　

岩

田

重

和

松

岡　

勇

入
選　
　

点
１０６

写　
　
　

真

書

デ
ザ
イ
ン

工　
　
　

芸

彫 刻・立 体 部 門 解 説
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企
画
展
「
暮
ら
し
の
中
の
民
具

〜
昔
の
遊
び
・
今
の
遊
び
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
∂　

１３

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
昔
な
つ
か
し
い
生
活
道
具
の
展

示
を
通
し
て
、
今
と
昔
の
く
ら

し
の
違
い
を
見
つ
け
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
①
２
月　

日
∂
午
後
２
時
〜
３

１１

時
②
２
月　

日
∂
午
後
２
時
〜

１８

２
時　

分
③
２
月　

日
∂
午
後

３０

２５

２
時
〜
２
時　

分
３０

内
容
e
①
島
文
楽
②
ば
し
ょ
う
踊
③
宮

後
住
吉
踊

定
員
e
先
着　

名（
当
日
午
後
１
時
よ

５０

り
整
理
券
を
配
付
）

※
要
常
設
観
覧
料

常
設
展
「
三
岸
節
子　

マ
チ
エ
ー
ル
の
魅
力
」

日
時
e
１
月　

日
∏
〜
４
月　

日
∂　

１６

１５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
三
岸
節
子
作
品
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
感
性
と
技
術
に
支

え
ら
れ
た
独
特
の
マ
チ
エ
ー
ル

（
油
彩
画
の
表
面
の
肌
合
い
、質

感
）の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

※
企
画
展
会
期
中
は
企
画
展
観
覧
料
に

含
む

企
画
展
「
フ
ジ
イ
フ
ラ
ン
ソ
ワ
展
」

日
時
e
２
月
３
日
º
〜
３
月
４
日
∂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
日
本
画
家
フ
ジ
イ
フ
ラ
ン
ソ
ワ

の
、
時
を
越
え
て
人
々
の
そ
ば

に
生
き
て
き
た
神
々
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
５
０
円

※
小
中
生
・
市
内　

歳
以
上
無
料

６５

美
術
の
学
校

日
時
e
２
月　

日
º

１０

①
午
後
２
時
〜
４
時

２
月　

日
¥

１１

②
午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

③
午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

内
容
e
①
美
術
鑑
賞
教
育
講
座
「
話
し

て
み
よ
う
美
術
館
、
使
っ
て
み

よ
う
対
話
鑑
賞
」
②
マ
ッ
キ
ー

先
生
の
「
び
ょ
う
ぶ
の
中
に
入

っ
て
見
よ
う
」
③
現
代
マ
ン
ガ

の
成
り
立
ち
と
構
成
要
素

講
師
e
①
・
②
牧
井
正
人
さ
ん（
福
井
県

観
光
営
業
部
文
化
振
興
課
主

任
）③
田
中
久
志
さ
ん（
大
垣
女

子
短
期
大
学
デ
ザ
イ
ン
美
術
学

科
教
授
）

定
員
e
各
先
着　

名
６０

受
講
料
e
無
料

申
込
み
e
各
回
、
開
始
の　

分
前
か
ら

３０

会
場
に
て
受
付

美
術
実
技
講
座
「
楽
し
い
お
は
な
、
悲

し
い
お
は
な
。心
の
お
花
の
標
本
作
り
」

日
時
e
３
月　

日
º
・　

日
∂

１７

１８

①
午
前　

時
〜　

時

１０

１２

②
午
後
２
時
〜
４
時

内
容
e
水
彩
画
で
描
い
た
お
花
を
切
り

抜
い
て
、
紙
で
押
し
花
の
よ
う

な
標
本
を
作
り
ま
す
。　　
　

講
師
e
今
村
文
さ
ん（
現
代
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）

「遠い日の記憶」 川原 孝文

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館
、　

月　

日
∫
〜

１２

２８

１
月
４
日
∫
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》
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定
員
e
①　

組　

名
②　

名

１０

２０

２０

対
象
e
①
親
子（
小
学
１
年
生
以
上
）

②
中
高
生
以
上

※
参
加
無
料
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

広
報
２
月
号
を
参
照

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る

日
時
e
２
月
４
日
∂

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

４０

３０

内
容
e
資
料
館
が
所
蔵
す
る
資
料
が
つ

く
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
、

資
料
の
歴
史
的
意
味
や
技
術
な

ど
を
広
く
学
び
ま
す
。

定
員
e　

名
３０

参
加
料
e
入
館
料
等
実
費

（
２
、
２
０
０
円
程
度
）

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
１
月
号

を
参
照

歴
史
講
座
「
歴
史
と
民
俗　
 
象
の
旅
」

２１

日
時
e
２
月　

日
∂
・　

日
∂

１１

１８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
江
戸
時
代
に
美
濃
路
を
通
っ
て

長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
を
旅
し
た

象
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

定
員
e　

名
４０

※
参
加
無
料
・
申
込
み
不
要
。
詳
し
く

は
広
報
２
月
号
を
参
照

歴
史
講
座
「
街
道
文
化
を
探
る
」

日
時
e
３
月
４
日
∂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
宿
場
町
の
史
跡
が
豊
富
な
地
域

を
訪
ね
、
市
内
で
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
宿
場
の
文
化
や
歴
史
資

料
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

定
員
e　

名
３０

参
加
料
e
昼
食
代
実
費

（
２
、０
０
０
円
程
度
）

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
２
月
号

を
参
照

写
真
展
「
川
の
恵
み
」

日
時
e
３
月　

日
ª
〜　

日
ª

１６

３０

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
尾
張
地
方
の
川
の
歴
史
を
表
現

す
る
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
e
２
月　

日
∂

２５

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

内
容
e
青
少
年
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表

会
で
、
一
般
の
方
も
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、

ご
家
族
連
れ
で
も
ど
う
ぞ
。

会
場
e
木
曽
川
庁
舎
２
・
３
階

参
加
料
e
無
料（
一
部
イ
ベ
ン
ト
有
料
）

一
宮
市
消
費
生
活
フ
ェ
ア

日
時
e
２
月　

日
º
・　

日
∂

１７

１８

午
前　

時
〜
午
後
４
時（　

日

１０

１８

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
消
費
生
活
･
食
生
活
な
ど
、
日

常
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
研

究
し
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。

会
場
e
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル

入
場
料
e
無
料

ジ
ャ
パ
ン
･
ヤ
ー
ン
･
フ
ェ
ア

＆
総
合
展
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
尾
州
」

日
時
e
２
月　

日
π
〜　

日
ª

２１

２３

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

内
容
e
国
内
最
大
規
模
の
糸
の
展
示
会

や
尾
州
産
地
の
素
材
、
ま
た
そ

れ
ら
を
活
か
し
た
衣
装
等
を
展

示
し
、
繊
維
産
業
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
産
業
の
今
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

会
場
e
総
合
体
育
館

入
場
料
e
無
料
（
糸
の
展
示
会
は
商
談

者
の
み
入
場
可
）

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
地
域
展
開

事
業
「
あ
い
ち
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

現
代
美
術
展
「
織
り
目
の
在
り
か　

現

代
美
術
i
n
一
宮
」

日
時
e
１
月　

日
º

２０

〜
２
月　

日（
振
休
）

１２

内
容
e
愛
知
県
出
身
作
家
や
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
出
展
作
家
を
含

む　

名
の
現
代
美
術
作
家
の
作

１０
品
を
、
施
設
等
に
展
示
し
ま
す
。

会
場
e
オ
リ
ナ
ス
一
宮
、
尾
西
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
墨
会
館
、
尾
西
歴

史
民
俗
資
料
館
別
館
旧
林
家
住

宅
、
一
宮
市
役
所
本
庁
舎
、 

―
ビ
ル

観
覧
料
e
無
料

（（（
公公
財財
））
一
宮
地
場
産
業

一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

青
少
年
育
成
課

青
少
年
育
成
課
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【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１７

２８

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１７

２８

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼　

月　

日
º
・
１
月　

日
º

１２

２３

２７

２
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２４

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く「
唐
詩
三
百

首
」を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１４

１１

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

１３

１０

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１０

（
２
月
は
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
６
日
∏

１６

３
月
６
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立
ち

１
月　

日
∫
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に

１８

て
雑
詠
一
首
提
出
）。見
学
は
無

料
で
す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道

会
一
宮
支
部
】

　

A（　

）０
６
４
６

５１

日
時
▼
２
月　

日
∂

２５

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
亀
山
雪
峰
先
生

（（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会
一

宮
支
部
八
代
支
部
長
、
元
日
展

会
友
・
元
読
売
書
法
展
審
査
員
、

国
際
芸
術
文
化
協
会
運
営
委
員
、

愛
知　

世
紀
芸
術
家
集
団
代
表

２１

理
事
、
愛
ラ
ン
ド　

遊
墨
書
道

２１

会
会
長
）

演
題
▼「
書
の
い
ろ
い
ろ〈 

研
叢
話
〉」

〜
書
と
は
・
美
し
い
文
字
の
形
・

中
部
書
壇
の
変
遷
な
ど
〜

入
場
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
平
成　

年
度（
公
社
）中
部
日
本

２９

書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

ひ
つ    
け
ん   
そ
う             
わ
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９
月　

日
π
〜　

月
１
日
∂
、
愛
知

２７

１０

県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
第　
４２

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、

県
下
よ
り
３
０
９
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

期
間
中
、
約
１
、
６
０
０
人
の
方
が

来
場
さ
れ
、
ど
な
た
も
芸
術
の
秋
を
満

喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
９
名
の
方
が
出
品
さ

れ
、
藤
塚
章
さ
ん（
日
本
画
部
門
）が
愛

知
県
文
連
美
術
展
賞
、
則
武
武
子
さ
ん

（
洋
画
部
門
）が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
東
郷
町
総
合
体
育
館

１０

１５

を
会
場
に
、
愛
知
県
民
茶
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と
東
郷
町

文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
６
つ
の

文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ
れ
、
当

日
は
約
２
、
１
０
０
人
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
民
茶
会

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し
催
し（
報
告
）

（
報
告
）

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）

　
「
蒼
原
」
は
真
清
短
歌
会
（
短

歌
部
門
）
か
ら
、
奇
数
月
に
発
行

さ
れ
て
い
る
会
誌
で
す
。 

　
「
蒼
原
」
は
、
昭
和
２０
年
１
月
、

一
宮
歌
話
会
に
よ
っ
て
「
ほ
む
ら
」

（
心
火
）
と
し
て
産
声
を
上
げ
、

終
戦
を
機
に
第
７
号
か
ら
尾
張
平

野
を
意
味
す
る
「
蒼
原
」と
改
題

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
最
新
号
は

平
成
２９
年
１１
月
号
で
通
巻
４
６
９

号
と
な
っ
て
い
ま
す
。
短
歌
は
も

ち
ろ
ん
評
論
や
随
想
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
心
豊
か
な
地
方
文
化
を

展
く
短
歌
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
真
清
短
歌
会
は
昭
和
２５
年
６
月
、

真
清
歌
道
会
と
一
宮
歌
話
会
が
合

流
し
て
発
足
さ
れ
、
そ
の
足
跡
も

「
蒼
原
」
に
刻
ま
れ
、
脈
々
と
誉

れ
輝
い
て
い
ま
す
。 

　
中
央
図
書
館
に
は
創
刊
号
か
ら

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

務
局
（
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
）
に
も
最
新
号
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
手
に
と
っ
て
お
読

み
く
だ
さ
い
。 

加
入
団
体
に
よ
る
発
行
物
の
紹
介 

「
蒼
原
」 

そ
う
　
げ
ん 

　
９
月
１
日
ª
、
一
宮
市
木
曽
川

文
化
会
館
尾
西
信
金
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
市
制
96
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
当
協

会
の
木
全
修
理
事（
芸
能
部
門
）が

文
化
功
労
者
と
し
て
、
そ
の
永
年

に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
一

宮
市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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十
月
二
十
八
日
（
土
）、
一
宮
市
尾

西
市
民
会
館
に
て
文
化
講
演
会
を
開

催
し
、
羽
田
圭
介
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

こ
ち
ら
の
講
演
会
で
は
三
十
代
の

講
師
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
を
お
伺

い
し
た
と
き
は
、
緊
張
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
最
初
は
少

し
硬
い
内
容
の
話
を
し
た
方
が
良
い

の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
そ
も

そ
も
今
日
こ
の
お
客
さ
ん
の
中
に
ど

れ
く
ら
い
僕
の
本
を
読
ん
だ
方
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
予
想
よ
り
も
結
構
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
他
の
場
所
で

も
確
認
し
ま
す
が
、
大
体
、
五
分
の

一
い
れ
ば
良
い
方
で
す
の
で
非
常
に

嬉
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
普
段
か
ら

本
を
読
ま
れ
て
い
る
方
は
ど
れ
く
ら

い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
結
構
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
と
い
う
こ
と

は
、
僕
の
本
を
読
ん
で
も
ら
え
る
チ

ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
精
進
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
市
長
さ
ん
か
ら
芥

川
賞
は
日
本
最
高
峰
の
賞
だ
と

い
う
こ
と
を
、
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
実
は
芥
川
賞
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
新
人
賞
と

い
う
感
じ
に
今
は
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
新
人
と
言
っ
て
も
、

昔
は
一
回
候
補
に
な
っ
て
落
選

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
一
度

候
補
に
な
る
の
は
非
常
に
難
し

い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
厳
し
い
賞
だ

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
デ
ビ
ュ
ー

か
ら　

年
経
っ
て
、
中
堅
と
言
わ
れ

１０

る
世
代
の
方
で
も
い
た
だ
け
る
の
で
、

わ
り
と
功
労
賞
的
な
意
味
合
い
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
新
人
賞

と
い
う
意
味
合
い
の
賞
で
す
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。

　

態
度
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
少
し

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
芥

川
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
色
々
な
お
仕

事
の
依
頼
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
調
整
等
を
全
部
自

分
で
や
ろ
う
と
す
る
と
、
例
え
ば
、

い
た
だ
い
た
依
頼
を
丁
重
に
お
断
り

す
る
、
日
本
人
的
な
や
り
方
を
し
て

い
く
と
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が

何
々
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
期
待
に
沿

い
か
ね
ま
す
と
い
う
よ
う
な
返
事
を

す
る
と
、
そ
こ
は
何
と
か
こ
う
し
ま

す
の
で
と
、
ま
た
丁
重
に
お
返
事
を

い
た
だ
き
ま
す
。
や
ん
わ
り
断
ろ
う

と
す
る
と
、
そ
れ
は
拒
絶
と
は
少
し

違
い
、
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に

み
え
て
し
ま
う
の
で
、
結
構
何
往
復

も
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
初
は
私
も
そ
の
よ
う
に
返
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
条
件
と
か
全

部
確
認
し
て
、
用
件
の
み
の
返
事
を

送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
膨
大
な
依
頼
等
も
意
外
と
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

他
に
も
、
メ
ー
ル
等
の
処
理
す
る
時

や
取
り
次
い
で
く
れ
る
編
集
者
さ
ん

に
も
、
イ
エ
ス
、
ノ
ー
っ
て
、
段
々

と
一
言
で
決
断
し
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
、

ふ
と
冷
静
に
な
る
と
、
最
近
態
度
が

で
か
い
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
じ
ゃ
あ
態
度
を
改
め
た
方
が

い
い
か
な
と
考
え
た
時
に
、
別
に
間

違
っ
て
は
い
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で

す
ね
。
こ
れ
は
自
分
の
置
か
れ
た
環

境
が
変
わ
っ
て
、
態
度
が
違
っ
て
く

る
。
態
度
が
変
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

身
を
も
っ
て
理
解
で
き
た
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

態
度
と
い
う
も
の
が
何
故
あ
る
か

と
い
う
と
、
自
分
が
ど
う
い
う
者
で

あ
っ
た
か
と
い
う
記
憶
の
レ
ー
ル
の

上
に
成
り
立
つ
振
る
舞
い
だ
と
思
い

ま
す
。
周
り
の
中
で
自
分
が
ど
う
い

う
人
間
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
何
者

で
あ
っ
た
か
の
認
識
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
他
者
と

関
わ
ら
な
い
と
知
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
。


